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CPD 制度 

 

１．新 CPD 制度の概要 
 

建築士会では、建築士会会員の知識、技術、

に関する研鑽と倫理観の醸成のために、平成

14 年、自主的に CPD 制度を始め、意欲的な

会員の支持を得て、運営してきました。 

 平成 21 年 1 月 5 日施行の改正建築士法第

22 条の 4 の規定によりすべての建築士に対す

る研修を行うことが建築士会に義務付けられた

ことを受け、従来から行ってきました CPD 制度

を大幅に改め、オープン化して非会員の方た

ちにも広く門戸を開くこととしました。 

それは、CPD の実績データの行政機関で

の活用が、地方の建築工事での入札で広まっ

ており、同じ施工現場で働く技術者として建築

士にのみ CPD が提供されている現状や、一

部の建築士会では県からの要請で「建築施工

管理技士」にも CPD を提供していたことなどか

ら、全ての建築技術者に建築士会 CPD を提

供することに踏み切ることにしたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 CPD 制度では、これまでのシステムを一

新し、より利便性の高い IC カードによる新シス

テムを採用して、活用先の要望に応じて履修

証明を容易に発行できるしくみとします。 

 
２．CPD カードの利用方法 

研修プログラム参加時に個人 ID（建築士登

録番号ほか）の入った「CPD カード」を研修会

場等に設置されたカードリーダーに読み込ま

せることで出席記録とすることができます。この

ことで、今までの CPD 手帳の提出が不要とな

り、ＣＰＤ情報システムを活用し、ネット上で自

身の単位の取得状況が確認できるようになりま

す。 

 

３．ＣＰＤ情報システムへのログインの

方法 
はじめて、ＣＰＤ情報システムを活用し，ネッ

ト上でシステムを利用するためには、ID とパス

ワードを登録する必要があります。 

その手続は、以下の手順で行います。 

以下のＵＲＬからＣＰＤ情報システムにアクセス

してください。 

https://kenchikushikai-cpd.jp/  
 

 

目次 

CPD 編 

１．新 CPD 制度の概要 

２．CPD カード利用方法 

３．システムログイン方法 

４．取得単位の確認方法 

５．実績証明書の取得方法 

６．CPD 認定プログラムの探

し方 

７．行政等の CPD 制度活用

事例 

８．建築士総合研修 2011 年

開催のお知らせ 

 

専攻建築士編 

１．都道府県認定数 

２．専攻建築士活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター創刊にあたって 

建築士会 CPD 制度に参加申込をいただき、メルマガ配信希望のご回答を頂いた CPD 会

員あてに年間４回の配信を目標に創刊いたしました。CPD 制度・専攻建築士制度に関するそ

の時々の情報を盛り込み、お伝えしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 
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４．取得単位の確認および実績証明書印刷方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．CPD 単位実績証明書の取得方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参加者用画面」のシステムログインを押します。 

「ユーザーID」と「パスワード」を入力し、「ログイン」ボタンをクリックして「参加者用」画面に入ります。「ユーザーＩＤ」の欄

には，ＣＰＤ番号を入力してください。 

「士会用メニュー」ボタンをクリックし、「取得単位数確認」ボタンをクリックしていただくと、現在の取得単位が表示されま

す。 

表示された履修履歴の印刷欄にチェックを付与し、「次へ（印刷）」を押すと、個人毎のポートフォリ

オを作成することができます。 

ただし、実績証明書は士会事務局から交付を受けてください。 
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１．都道府県専攻建築士認定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度前期までの認定評議会にて、累計 １３，５００人を認定。 

平成 23 年度には、４４建築士会において、約２，０００人の専攻建築士が更新時期を迎えます。 

 

２．専攻建築士活用事例 

 

１）行政での活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県 

愛媛県では、工事入札において配置予定技術者に専攻建築士が採用されており、生産専攻建築士（建築生産）は５点、その他の領域の専攻建築士は３点の配点評価です。 

工事入札（総合評価方式）。配置予定技術者の評価項目において、「継続能力開発（CPD）の取り組み：評価内容（CPD の取得による専攻建築士登録）」 

評価項目 評価内容 評価基準 配

点 

CPD の取

り組み 

CPD の取得

による専攻建

築士登録 

生産専攻建築士 ５ 

その他の専攻建築士 ３ 

登録なし ０ 
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２）佐賀大会専攻建築士制度活用事例コンペ入賞事例 

社団法人福岡県建築士会福岡支部：「専攻建築士・CPD の周知活動」 

平成 22 年 6 月 30 日(水)と 7 月 1 日(木)の二日間に渡り、アクロス福岡にて「エコと防災を考える展」というイベントを行った。 

このイベントは 5 つのブースを設け、「建築士会の取り組み」というブースで、建築士会の取り組みや専攻建築士・ＣＰＤについてパネルやパンフレットを展示した。 

 
 

社団法人 東京建築士会：「建築相談における会員名簿(CPD・専攻建築士制度登録者情報)活用」 

「建物を調べてもらいたい」、 「住宅を新築したいが信頼できる建築士を紹介してほしい」、「第三者として工事を見てくれる建築士を紹介してほしい」など、具体的に

建築士を探している相談者は非常に多い。しかし、建築相談室では特定の建築士を紹介できないため、CPD・専攻建築士制度登録者を 表示した本会会員名簿や専

攻建築士ペーパー出力ファイルを備えて、来訪者がどなたにも ご覧頂けるようにしています。(インターネット等ご利用できない方にも対応しています。) 

(登録されている「専攻建築士」の詳細は、HP｢建築士を探そう｣net あるいは「CPD」「専攻建築士」 検索システムをご覧頂くように案内しています。) 

 
 

 

このたびの東北地方太平洋沖地震により被災されました会員およびご家族、関係者の皆様方には、謹んでお見舞いを申し上げます 

とともに、一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。  

(社)日本建築士会連合会といたしましても、被災地建築士会等との連絡を密にすると共に、情報を皆様と共有するように努めて参ります。

また、出来うる限りのご支援をして参りたく存 じますので、各会員におかれましても何卒ご理解、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い 

申し上げます。 

 

 


